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1  
はじめに

　　 ──学校におけるデジタルメディア利用を把握するための視座

我が国の小中学校におけるデジタルメディア利用は，それなりの歴史を有
する。東原（2008）によれば，我が国の初等中等教育におけるコンピューター
等の活用は 1970 年代にさかのぼることができる。そして，40 年ほどの歴史
に「（1）初等中等教育における ICT 活用は，環境整備のための予算措置と
学習指導要領に大きく影響されている」「（2）各種団体で行われるプロジェ
クトは，新たな ICT 活用のきっかけを創り，その可能性を広く国内に知ら
せることに貢献した」「（3）ICT は，教員主導型の授業から児童・生徒が活
躍する授業への変革を加速させたと言えるのではなかろうか」等の 9 つの傾
向を見いだせるという。本小論では ICT 活用とデジタルメディア活用を同
義であると捉え，その変遷を追う。後述するように，デジタルメディア利用
にもかなりの歴史があり，時代によってそれを用いた授業のデザインは趣を
異にする。

デジタルメディアの教育利用について検討する時，ハードウエア（以下，
ICT 環境）（1），ソフトウエア（基本および応用ソフトとコンテンツ，以下，
コンテンツ等）（2）に注目するのが通例であろう（3）。どのような機器や環境
の下で，いかなる内容の教材を子どもたちに提供するのか，それをどのよう
な体制で支援するのかを関係者は計画し，具体化する。また，それがもたら
す教育効果について評価する。本小論でもそれを是として，ICT 環境・コン
テンツ等を総合的に扱って学校におけるデジタルメディア利用に接近するが，
その歴史を前史，黎明期，充実期，普及期，発展期と 5 つの段階に分けてた
どる。そして各期の ICT 環境とそれを基にした ICT 活用，コンテンツ等の
特徴を解説するとともに，放送教育実践を中心にして，代表的な実践事例を
紹介する。
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2  学校におけるデジタルメディア利用の前史

堀田・木原（2008）で述べられているように，我が国で教育の情報化に関
する施策が本格化したのは，文部省（当時）が 1985 年度に「教育方法開発
特別設備費」（国庫補助）を導入してからであろう。しかしながら，それ以
前にも，コンピューターの教育利用は実験的，試行的に取り組まれていた。
また，アナログメディアの教育利用ではあるが，その組み合わせを尊ぶメ
ディアミックスの理論と実践が，デジタルメディア利用の萌芽を支えるもの
になった。

（1）ICT環境と ICT活用のスタイル

1980 年代の終わりまでは，我が国の小中学校における ICT 活用は，あく
まで試行的な段階にあった。しかしながら，今日の ICT 活用の礎となるよ
うなコンセプトも登場している。

この時期にも，いくつかの学校にはかなりの数のコンピューターが配備さ
れ，そこでは CAI（Computer Assisted Instruction）と呼ばれる，個に応じた
指導が展開されていた。学習の個別化という原理をテクノロジーによって実
現し，充実させる試みがあったのである。子どもたちはコンピューターか
ら提示される課題に自身の学習速度で解答し，教科内容の理解を進めていた。
例えば，既に 1970 年代後半から，茨城県桜村立竹園東小学校では筑波大学
の研究チームが協力して，算数や理科の授業で CAI に関する実践研究が推
進されていた。しかもそれは 1980 年代に入ると，教師と学習者，学習者同
士の相互作用を重視するものになったという（東原 2008）。後述するように，
今日，児童・生徒が 1 人 1 台タブレット端末を有する環境下にあっても，個
別学習以上に，彼らが「協働学習」に従事することが少なからず望まれてい
るが，その理念は，我が国の ICT 活用実践史のかなり早い段階に既に登場
していると言えよう。
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またこの時期，何人かの教師たちが，コンピューターの教育利用を通じて
イノベーティブな実践を試みてはいた。例えば富山県の小規模な小学校にお
いて，戸塚は LOGO というコンピューター言語を用いて，子どもたちの思
考力や創造性を高める取り組みを重ねていた（戸塚 1987）。

（2）コンテンツ等

前史においては，ICT 活用のコンテンツとして代表的なものは，前述のと
おり，学習の個別化を目指した CAI 教材であった。また，子どもたちのテ
ストの結果が解析され，評価情報としてフィードバックされるためのプログ
ラムが準備される，CMI（Computer Managed Instruction）による実践も開拓
された。それは，岐阜県川島町立川島小学校の例に代表される（後藤 1986）。

一方，前史において注目すべきは，アナログメディアの組み合わせ利用で
ある。それは，まずマルチメディアアプローチとして台頭した。これは単位
授業内で，同時的ないしは継時的に複数のメディアが利用される教授デザイ
ンと情報環境を意味するものであり，その目的は学習者の多様な感覚を刺激
して学習効果を高めることにあった。マルチメディアアプローチの代表的な
事例として，アメリカのバンクストリート大学で開発された『ミミ号の航海』
という放送番組とそれに関連するテキスト，掛け図，コンピューターソフト
などを集めた教材群が有名である。帆船ミミ号に乗り込んだ主人公の少年が，
仲間とともに海洋調査に出かけるというストーリーの中に科学的な問題解決
活動が埋め込まれており，視聴者はそれをモデリングし，科学的な方法と知
識を学ぶ（西森 2010）。

前史において放送教育の分野では，マルチメディアアプローチの概念は，
メディアミックスによる授業づくりとして拡張された。複数のメディアに込
められたメッセージの違いや重なりが注目されたのである。主教材たる放送
番組とその他の教材のメッセージの関係性に着目した実践が設計・実施・評
価され，特に環境教育など学際的な内容領域の学習において，子どもたちが
問題の多面性を考察したり，葛藤状況を理解したりするのに役立つ実践理論
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として，学校現場で市民権を得た（水越・枚田 1986）。

（3）代表的な放送教育実践

このように前史において，今日のデジタルメディア利用につながる営みは，
コンピューター教育と放送教育の 2 つの文脈で構成されていた。そして，両
者は基本的には別な世界であった。それゆえここでは，放送教育におけるメ
ディアミックスの好事例を紹介しておこう。

それは 1980 年代の前半に金沢市の放送教育研究グループが実施した，
NHK 学校放送番組『みどりの地球』の「熱帯雨林」を用いた実践である（水
越 1999）。同番組は，環境問題を題材とする小学校高学年から中学校向けの
番組であった。この番組を主メディアに据え，それに各種グラフ，新聞，実
物，インタビュー記録，他番組等を重ね合わせて，高次な思考や態度の形成
を図ろうとするものであった。この実践研究プロジェクトの特長は，そうし
たメディアミックスによる授業づくりを 3 つのクラスで，授業者の意図に基
づいて実施したことである。すなわち，ある種の比較研究を行ったのである。

その結果あるクラスの教師は，統計資料を駆使して，「木材は再生可能な
資源であるから，計画的な伐採と植林が大切である」ことを子どもに理解さ
せようとした。また別のクラスの教師は，材木商へのインタビューなどを通
じて，「南洋材は子どもたちの生活の中で不可欠なものとなっている」こと
を確認させて，熱帯雨林の保護と生活の充実の葛藤を実感させた。さらにも
う 1 人の教師は，NHK 一般番組のドラマ──それは商社の社員がフィリピ
ンで現地の人々と森林の伐採と輸出入をめぐって衝突する姿を描いたもので
あるが──を子どもに視聴させて，彼らに「森林資源の保護を訴えるのであ
れば先進国と途上国の間に存在する経済格差等を無視できない，途上国に対
してどのような支援をすべきか」という問題を思考させた。このようにメディ
アミックスによる授業づくりは，マスメディアたる学校放送番組が，教室の
個性，それぞれの教室における教師と子どもたちの創造的な学びを促す可能
性を有していることを改めて実感させてくれたのである。
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3  
学校におけるデジタルメディア利用の黎明期

　　 ──マルチメディアの利用

1990 年代に入り，学校におけるデジタルメディア利用が加速的に発展す
る。まず最初に，マルチメディア型パソコンの活用が注目を浴びた。放送教
育においては，学校放送番組を主メディアに据え，それに基づく発展学習を
マルチメディア型パソコン上で繰り広げていく二重のメディアミックスとも
呼べる実践が登場し，その地歩を固めていく（木原・水越 1992）。

（1）ICT環境と ICT活用のスタイル

1990 年に文部省（当時）が「第 1 次コンピュータ整備計画」を開始し，
小学校に 3 台，中学校に 22 台等の整備指針に基づいてコンピューターを配
備するという目標を示した。この時期それに基づいて，学校の ICT 環境は
整備されていく。ただし今日の状況からすれば，それはコンピューター室に
限定される場合が大半であり，学校全体の情報化という視座からすると局所
的であった。

一方でこの時期，テクノロジーの進展によって学校で用いるコンピュー
ターの性能が飛躍的に向上した。その結果，1 つには，音声や映像をコン
ピューターで処理できるようになった（その時間が速くなった）。もう 1 つ
には，そうした処理を非線型的に，また感覚的にできるインターフェイスが
開発された。子どもたちはそうしたタイプのパソコン，すなわちマルチメディ
ア型パソコンを利用して，自身の学習課題に照らして多様なモードの情報を
収集・整理し，多様な形式で表現できるようになった。さらに，通信機能を
備えたパソコンを学校でも利用できるようにもなった。

こうしたテクノロジーの発達を追い風にして，この時期，1 つのパイロッ
トスタディが企画・運営されている。それは，東京都港区立神応小学校を
舞台とする実践研究である。同校の 6 年生の子どもたちが，1 人 1 台ノート
型パソコンを 1 年間利用し，自らの興味・関心に基づいた学びを進めてい
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く。その過程で，教室内外の仲間と共同的な学習も繰り広げていくというも
のである。この実践で子どもたちは，アニメーション作品を創造したり，校
外学習のレポートを電子的に作成したりする。また，自らの興味・関心に基
づいた自由研究を重ね，それを仲間のものと合成して 1 つの電子地図上に表
す。海外の子どもたちとの共同作業にも一部従事した。それらによって「子
どもたちのすばらしい個性，その表現のみごとさ，また，個性的な探究の姿
であると同時に，クラス全体が作り出す『学びの場』」を確認できたという（佐
伯 1993）。

（2）コンテンツ等

この当時，デジタルメディアの利用に画期的な変化をもたらしたものは，
ハイパーメディア教材と呼ばれていた教材群である。それは関連する情報が
学習者の選択によって提示される，ハイパーテキスト構造で構成された教材
である。例えば，日本視聴覚教育協会が教育映画教材「ぶんきょうゆかりの
文人たち──観潮桜をめぐって」の再利用を企図して開発した「文京文学館」
は，明治の文豪に関する情報に学習者がコンピューター上でアクセスすると，
コンピューターと連結したビデオディスクプレーヤーが起動し，そのモニ
ター画面に当該情報が提示されるという仕組みを有するものであった。また
コンピューター画面上には，明治の文豪に関する（ビデオディスクの内容以
外の）情報も種々提示された（佐賀 1990）。
「文京文学館」の開発から少し遅れて，NHK 学校放送も，マルチメディア

型パソコンで利用するコンテンツの開発に着手する。それは『人と森林』と
いうハイビジョン番組を中核とする教材群である。菊江・宇治橋（2012）に
よれば，この教材群は「ハイビジョン番組で文脈や動機付けを与え，ハイ
ビジョン教科書で定着し，マルチメディア教材で自主的な発展学習をすると
いう教材を目指した。このマルチメディア教材は，人間と森との関係を描く
100 以上のクリップ映像が入ったレーザーディスクと，映像を連動しながら
双方向に学習できるコンピュータソフトからできていた」（176-177）。この
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マルチメディア教材を提供された，東京にある複数の小学校の子どもたちは，
番組視聴後に自らの興味・関心に従ってクリップ映像等に選択的にアクセス
し，それを契機として体験的な学習を繰り広げた。また，それらの追究成果
をマルチメディア型パソコン上で電子的なレポートに表現し，それを材料と
するプレゼンテーションを展開した。すなわち，マルチメディア教材『人と
森林』による学習は，それ以前の放送教育が尊重していた「番組からの発展
学習」を拡充する役割を果たしていたという点で，放送教育と ICT 活用の
接着点を見いだした画期的なコンテンツであったと言えよう。

なお，この時期には上記のものの他に，交通安全教育や科学教育のための
マルチメディア教材が開発され，それを用いた授業実践が計画・実施されて
いる（田中 1993; 篠原・荻野・中野 1991）。

（3）代表的な放送教育実践

マルチメディア型パソコンとデジタルコンテンツを用いた放送教育実践の
象徴的存在は，NHK 学校放送番組『いのち輝け地球』の「川は生きている」
の視聴を起点とする発展的な学習であろう。その模様は，第 44 回放送教育
研究会全国大会（宮城大会）の記念番組として放映された（鈴木 1995）。実
践の舞台は仙台市立福

ふくむろ

室小学校であった。6 年生の子どもたちは，番組視聴
と近隣の川を対象とする体験的な学習から多様な学習課題を構成し，それ
を 1 年間かけて追究していった。ある子どもは蛍の一生にこだわる。しかし
別の子どもは上流から下流にかけての川の様子，橋の数や造りの違いに興味
を覚える。さらに川の氾濫の歴史，他地域の川との比較など，彼らの追究課
題は自然科学，社会科学，人文科学へと広がりを見せていった。しかも同時
に，『福室環境学会』と名づけられていたマルチメディア型パソコン上のデー
タベースに，それらの追究成果はインデックスを付されて，収められていた。
つまり 1 つの作品に収斂してもいた。

マルチメディア型パソコンの登場によって，放送教育は，それまでの発展
学習の特長を現代化することができたと言える。



放送メディア研究　No.12　2015

66

4  
学校におけるデジタルメディア利用の充実期

　　 ──インターネットの利用

1990 年代後半に入ると，我が国の初等中等教育において各種の研究的プ
ロジェクトが立ち上がり，インターネットの教育利用が進展した。ネットワー
クを介して子どもたちがさまざまな共同学習を繰り広げ，教科書にはない情
報を手にしていった。

（1）ICT環境と ICT活用のスタイル

1990 年代後半から 2000 年代初頭に，地方交付税措置による教育用コン
ピューターの整備が推進された。1994 年には文部省（当時）が，第 2 次コ
ンピュータ整備計画を開始し，コンピューターがより多くの学校に配備され
るようになった（目標値：小学校 22 台，中高等学校 42 台，特殊学校 8 台）。

しかしそれ以上に，この時期に特徴的なのは 1990 年代中頃から，インター
ネットの教育利用が急激に進みはじめたことである。その嚆

こう

矢
し

となったのは，
1994 年にスタートした「100 校プロジェクト」であった（東原 2008）。この
プロジェクトは，通商産業省（当時）と文部省（当時）が協力して，全国の
100 を超える学校等にインターネット利用環境を整備し，初等中等教育にお
ける ICT 活用の高度化を試みたものである。その取り組みは，「新 100 校プ
ロジェクト」「こねっと・プラン」「E スクエア・プロジェクト」等へと発展
した。

これらのプロジェクトにおいては，インターネットを舞台とする共同学習
がしばしば計画・実施された。その目的は，木原（2001）によれば，4 つに
分類される。すなわち，異文化理解能力の向上を目指す「交流体験型」，離
れた地域に住む子どもたちが同じ視点で調査研究活動を繰り広げる「共同研
究型」，オンライン上で共同作品にいそしむ「共同制作型」，そして，地域住
民等との密なコミュニケーションを図る「連絡調整型」である。
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（2）コンテンツ等

この時期の学校におけるインターネットの利用においては，子どもたちが
調査研究活動のためにサーチエンジンを用いて情報検索を行う，それに続い
て，一般に個人や組織が構築しているウェブサイトにアクセスするというパ
ターンが多かった。また遠隔地の人材（専門家，学習課題に関する当事者等）
に，電子メール等を通じて情報を提供してもらう営みもそれに続いた。例え
ば当時，大津市立平野小学校では，全国各地に子どもたちに情報を提供して
もらうボランティアを募り，それを組織化して，子どもたちの主体的な学習
の支援システムを構築する，それを通じて彼らのメディア・リテラシーを高
める，さらにはネットワーク利用上のエチケットを指導するといった実践を
推進していた（石原 1997）。

加えて，子どもたちが調査研究活動等の成果を学校ホームページ上で発信
する，あるいは共同研究や共同作業，共同制作に従事するといったスタイ
ルの学びも定着した。例えば，前述の「こねっと・プラン」のモデルプロ
ジェクトの 1 つである，「遠隔共同学習・酸性雨の共同観測」では，全国の
子どもたちが「酸性雨の共同観測や，酸性の生態や植物への影響に関する観
察，実践を通して，情報教育の目標である，情報活用の実践力の育成，およ
び，環境の問題に科学的な視点から取り組もうとする態度の育成」が図られ
た（永野・堀田 1999）。これらは子どもたちが自らコンテンツを開発し，そ
れを充実させていった取り組みであると解釈できる。

（3）代表的な放送教育実践

学校におけるインターネットの利用環境の整備が進む中，放送教育の実践
も先述した共同学習の色彩を濃くしていく。NHK 学校放送も，番組ホーム
ページの開発などでそれを後押しした。1998 年度に放送が始まった『イン
ターネットスクール　たったひとつの地球』には，放送番組を視聴し，それ
を基盤とする発展的な学習を展開した学校同士が交流学習を進めるための電
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子掲示板等が用意された。例えば，東京都目黒区立下目黒小学校の子ども
たちは，同番組を継続視聴し，ゴミ問題に対して多様な学習課題を設定する。
それらは海のゴミの量，ゴミと生き物，外国まで流れていくゴミ，学校周辺
のゴミマップ作り，リサイクル全般等である。それらを多様なメディアを利
用して追究した。またその過程で，同様の課題に迫っている他地域の学校の
子どもたちと情報や意見を交換する共同学習も繰り広げた。それらの学校の
子どもたちは，同じ番組を視聴し似たような問題意識に基づいてゴミ問題の
現状や改善について追究している，いわば「同志」であった（木原 1999）。

5  
学校におけるデジタルメディア利用の普及期

　　 ──普通教室における大型提示装置の利用

2000 年代に入り，我が国の小中高等学校において，普通教室の ICT 環境
の整備が始まる。それと学力向上に対する社会的要請が相まって，教科指導
のためのコンテンツの開発に関係者が努力を傾注するようになった。それゆ
え放送教育実践においても，学校放送番組とデジタル教材を連動させて学力
向上を図る取り組みが蓄積された。

（1）ICT環境と ICT活用のスタイル

1999 年にスタートするミレニアム・プロジェクト「教育の情報化」を追
い風にして（4），2000 年度には，第 3 次コンピュータ整備計画によって，学
校における ICT 環境の整備が加速した（目標値：小中高等学校 42 台，特殊
学校 8 台，各普通教室 2 台，特別教室等 6 台）。ここでは，普通教室の情報
化に注意が向けられたことが特筆されよう。それはその後，政府の「IT 新
改革戦略」に影響され，一層大きなうねりとなった（5）。そこには，教員 1

人に 1 台のコンピューター，光ファイバーによる超高速ネットワーク接続等
の指針が示されている。

そして 2009 年度になると，「スクール・ニューディール」構想が打ち出さ
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れ，学校の全てのテレビをデジタル化すること，校務用コンピューターを教
員 1 人に 1 台という状況を完全に実現すること，教育用コンピューターを児
童生徒 3.6 人に 1 台の割合で設置すること，全ての普通教室に校内 LAN を
整備することが目標に設定された（6）。上記の目標値に達したわけではないが，
この施策によって，普通教室の ICT 環境整備が進展した。

（2）コンテンツ等

2000 年代に，教育用デジタルコンテンツ等の開発が組織的に展開された。
それは大別して，次の 3 つのものに分類できよう。

①教育行政がイニシアチブを発揮したプロジェクトによるコンテンツ開発
我が国の教育用デジタルコンテンツの開発は，先述したミレニアム・プロ

ジェクトの一環として始められた教育用コンテンツの開発事業によって飛躍
的に発展した（7）。この事業を通じて，教科や総合的な学習で利用できる素
材（写真や動画等）のデータベース，クリップ集，デジタルツール等が開発
され，学校現場に向けて提供された。

その後，教育用デジタルコンテンツ開発のコンセプトやノウハウは，デジ
タルコンテンツの活用高度化事業，ネットワーク配信コンテンツ活用推進事
業へと受け継がれ，これらもデジタル教材の開発と活用に関する牽引者とし
ての役割を果たした（8, 9）。

②企業の特色あるデジタル教材開発
この時期から，企業によるデジタル教材の開発が活性化している。いずれ

も，いわゆる「学力向上」に資するものであることを標ぼうし，その教材を
教科指導のどのような場面に位置づけるかをはっきりと示したものが多い。

同時にそれらは，それぞれの企業の持ち味を生かそうとする意識の下に，
開発されるようになる。例えばいくつかの教科書会社は，自社の紙ベースの
教科書のデジタル化を推進した（それと似たデザインのデジタル教材である
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ことを強調し商品価値とした）。あるいは，教科書の内容に準拠したデジタ
ル資料集を開発した（10）。また，教材会社は問題ベータベースを構築し，そ
れをコンテンツとして切り売りした。通信教育企業も家庭や学校に向けて，
これまでに蓄積してきた通信教材プリントと連動したデジタル教材を提供す
るようになった（11）。

③NHKによる学校放送番組に関連したデジタルコンテンツ
NHK 学校放送は，2001 年度より学校放送番組に関連したデジタルコンテ

ンツ（以下「NHK デジタル教材」）をインターネット上で配信している。そ
れは当初，番組そのものを視聴できる「テレビ」，番組内容に関連する資料
映像を選択的に閲覧できる「クリップ」，番組内容に対応した教材（ゲーム，
用語解説，他のホームページへのリンク等）が提供される「ホームページ」，
そして，子どもたちが意見交換を繰り広げる「けいじばん」という 4 つのパー
トで構成されていた。その後，「テレビ」は「ばんぐみ」に，また「ホームペー
ジ」は「きょうざい」へとその名称が変わった。また，「けいじばん」に代
わり，教師の授業設計等に役立つ情報やツール（番組情報，デジタル教材の
利用例，ワークシート等）を提供する「せんせい」が用意された（12）。

（3）代表的な放送教育実践

NHK デジタル教材は，その内容が番組のものと積極的に関連づけられて
いるのが特徴である。それゆえまず，子どもに番組を視聴させて基本的な知
識を獲得させ，次いでデジタル教材の活用を基盤とする発展的な学習を展開
させるといった，両者を連動させた学習を教師は構想し，実施することにな
る。全国放送教育研究会連盟では，2005 年度から 2007 年度にかけて，学校
放送番組とデジタル教材を利用して子どもの学力向上を図る実践モデルの開
発に従事した。

例えば目黒区立田道小学校の田端教諭は 2007 年度，第 6 学年社会科の番
組『にんげん日本史』の継続視聴によって子どもの学力を総合的に育む指導
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を重ねつつ，思考・判断や技能・表現の能力を一層高めるために，当該番組
の視聴場面，NHK デジタル教材のクリップや「お役立ちリンク集」（「きょ
うざい」の 1 つ）を活用する場面を位置づけた小単元をデザインしている（田
端 2008）。

6  
学校におけるデジタルメディア利用の発展期

　　 ──電子黒板とタブレット端末の利用

2010 年代を迎えて，学校教育においても，One to one computing や反転授
業といったコンセプトを適用する可能性が実践的に検討されはじめた。いく
つかの学校において，タブレット端末と電子黒板を用いた多様な学習，とり
わけ協働学習が試みられている。また，そうした環境下の放送教育実践を支
え促すべく，NHK は学校放送に関するポータルサイトの整備・拡充を図っ
ている。

（1）ICT環境と ICT活用のスタイル

総務省がイニシアチブを発揮して，2010 年度から「フューチャースクー
ル推進事業」が始まった。この事業では，実証校において全児童生徒にタブ
レット端末を提供するとともに，全ての普通教室に電子黒板を配備する，無
線 LAN 環境を整える等の ICT 環境整備を実現し，当該学校における ICT 環
境整備の過程，ICT 活用の特徴と成果等を明らかにしようとするものであっ
た。それらは「教育分野における ICT 利活用推進のための情報通信技術面
に関するガイドライン（手引き書）2013」および「同 2014」に整理され，
こうした ICT 環境を導入したいと考える学校や自治体に供されている（13）。
さらにこの事業では，教育用クラウドコンピューティングなどの仕組みに関
する実践的な研究が企画・運営された（14）。それらの環境を生かした実証校
での取り組みは，「協働教育の場面があった授業は，ICT 機器を活用した全
授業の 50％以上にのぼり，特に算数と国語で協働教育の場面が多く見られ」
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たこと，「タブレット PC とインタラクティブ・ホワイト・ボードを共に活
用した授業では，協働教育の場面が多く，学年別では，3 年生以上でタブレッ
ト PC が協働教育に活用されたこと」等と総括されている。

また文部科学省は，2014 年度「学校の ICT 環境を整備しましょう！　教
育の IT 化に向けた環境整備 4 か年計画」というパンフレットを公開し，第
2 期教育振興基本計画で目標とされている水準の ICT 環境整備についてア
ピールしている（15）。すなわち，教育用コンピューター 1 台当たり児童生徒
数 3.6 人，電子黒板・実物投影機の整備（1 学級当たり 1 台），超高速インター
ネット接続率および無線 LAN 整備率 100％，校務用コンピューター 1 人 1

台を実現するための計画策定を関係者に呼びかけている。教育用コンピュー
ターについては，コンピューター教室 40 台，各普通教室 1 台と各特別教室
6 台に加えて，「設置場所を限定しない可動式コンピュータ 40 台」の整備が
指針として示されている点が注目に値しよう。なお，その活用例として「個
人での情報収集」「グループ学習」「屋外での活用」「体育での活用」が掲げ
られており，そのような ICT 機器の多様な利用形態が示唆されている。

このようにタブレット端末の利用が普及しつつあるが，「協働学習」にお
いてタブレット端末の特長を発揮させることをねらう実践が広まりつつある
と言える。例えば，中川（2014）は，協働学習の実現に「多様性の理解」「最
適解の追究」というベクトルがありえることを前提にして，それに必要とな
る「思考の可視化」にタブレット端末が功を奏することを主張している。

（2）コンテンツ等

総務省の「フューチャースクール推進事業」と連携するかたちで，2011

年度に文部科学省は「学びのイノベーション事業」をスタートさせた。これ
は 1 人 1 台のタブレット端末，電子黒板，無線 LAN 等の ICT 環境が整備さ
れた小中学校や特別支援学校において，子どもたちが ICT を効果的に活用
して主体的に学習を進める「新たな学び」を創造するための実証研究であっ
た（16）。
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この事業の特徴は，特に，複数の教科のいくつかの単元に関わる学習者用
デジタル教科書・教材のプロトタイプを開発し，それを実際に子どもたちが
活用する点にあった。教科書の内容に加え，画像や動画，シミュレーション
機能，学習履歴の保存等の機能が付加されたデジタル教科書が子どもたちに
提供された。また実証研究を通じて，学習者用デジタル教科書・教材の機能，
構成などについての提案がなされている。さらに，学習者用デジタル教科書・
教材と連携して利用される各種「アプリケーション」の機能の要件，学習者
用デジタル教科書・教材の管理・運用の留意点も示唆されている（17）。

（3）代表的な放送教育実践

NHKは現在，NHK for Schoolというポータルサイトを構築し，インターネッ
ト上でさまざまなコンテンツを配信している。そのコンセプトは，以下のと
おりである（18）。

「NHK for School」（www.nhk.or.jp/school/）では，番組のフル動画だけで
なく，30 秒～ 2 分程度の短い動画クリップも 5000 本を常時ネット配信し
ています。クリップの内容は，様々な理科実験から，昆虫や動物の生態を
克明に記録した特撮映像，そして各地の産業や工場の様子など，あらゆる
分野をカバー。学校の教室での授業から，自宅での予習・復習，そして夏
休みなどの自由研究まで，あらゆる場面でご活用ください。

（出典：NHK for School 利用ガイド 2014）

宇治橋・小平（2014）の調査結果によれば，このポータルサイトで配信さ
れている NHK デジタル教材の利用率は，小学校教師たちの 4 割になる。高
学年の子どもたちの指導を担当する教師に限れば，それは，5 割を超えると
いう。現在，5 節で述べたような放送教育実践は，タブレット端末などの
ICT 環境においても取り組まれている。
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7  
まとめに代えて

　　 ──学校におけるデジタルメディア利用の変遷の特徴

ここまで，急ぎ我が国の学校におけるデジタルメディア利用の変遷をた
どってきた。その歴史にどのような特徴，課題を見いだすことができようか。
少なくとも次のような点を指摘できよう。

①試行と普及を繰り返しながら発展している
テクノロジーは常に進展する。デジタルメディアも例外ではない。その歴

史において，デジタルメディアの教育利用は，試行と普及を繰り返しながら，
発展してきた。ある技術の教育利用が試みられ，その効果が認められて利用
が一般化しつつ，一部はそれと並行して，より新しい技術の教育利用のチャ
レンジが始まる。例えばそれは，マルチメディア型パソコンの教育利用の普
及とインターネットの教育利用の試行が学校現場では同時進行であったこと
に見いだせよう。

②教科と総合の統合的な学びに資する
デジタルメディアの教育利用の前史においては，放送教育のメディアミッ

クスによる授業づくりを除いては，教科指導がその主な適用分野であった。
その後，黎明期，充実期においては，総合的な学習におけるデジタルメディ
ア利用がその主役となる。そして普及期を迎えると，デジタルメディアの
教育利用は，教科指導の充実を目的とするものに回帰する。しかしそこでの
教科指導は，例えば思考力・判断力・表現力の育成を標ぼうするものであり，
前史の場合とは趣を異にする。デジタルメディアに含まれる学習内容は，そ
の質的多様性が重んじられるようになり，教科を越えたり，教科をまたい
だ内容を含んだり，さらにはそれをむしろ重視したりするものとなっている。
換言すればデジタルメディアは，次第に，教科と総合の統合的な学びに資す
る環境として，その存在感を強めている。



学校におけるデジタルメディア利用の変遷

75

③共同的な学びを一貫して尊重している
デジタルメディア利用の前史においてさえ，テクノロジーを介した共同的

な学びが尊重されていた。このコンセプトはその具体化は異なるけれど，黎
明期，充実期，普及期，発展期においても継承されている。そしてそれは，
多元性を強める方向に歩んでいる。デジタルメディア利用を用いた学習に
よって，子どもたちが教室内外の人々と何重にも交わることが目指されてい
るし，その価値と要件が次第に明らかになっている。

④コンテンツ制作主体の多様化が進んでいる
デジタルメディア利用の前史においては，そのコンテンツ等を制作する主

体は，一部の教師や大学等に限られていた。時代を経るにしたがって，それ
は広がりを見せる。そして普及期において，コンテンツ等の制作主体の多様
化は著しく進展する。発展期のタブレット端末や電子黒板の利用は，さらに
それを加速すると予想される。

なお，コンテンツ等の制作主体の多様化においても，現在のところ NHK

学校放送によるデジタル教材は，独自性を有していると筆者は考える。それ
は，先述した教科と総合の統合の巧みさ，学校と家庭における学びの連結の
スムーズさ，さらにはそのエンターテインメント性や物語性の充実等である。
それらは公共放送という中立的立場から，長く教育的コンテンツを学校に提
供してきた NHK という組織に継承されたノウハウに基づくものであろう。

【注　釈】

（1）文部科学省の『教育の情報化の手引』の第 8章「学校における ICT環境整備」によれ
ば，普通教室の ICT環境として，コンピューター（デスクトップ型，ノート型）に加えて，
「普通教室における周辺機器としては，現在，授業では主に，プロジェクタ，実物投影機，
電子黒板，デジタルカメラなどが使用されることが多い」と記されており，本小論でも，
ICT環境はこれらのものを意味するものとする。

（2）教育用ソフトウエアについては，やはり文部科学省の『教育の情報化の手引』の第
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8章において，分類がされている。それに依れば，まず，教育用ソフトウエアは，基本
ソフトウエア，学習用ソフトウエア，校務用ソフトウエアに分かれる。そして，学習用
ソフトウエアは，「教育用ソフトウェアのうち学習用ソフトウェア（教育用コンテンツ）
については，現在様々なものが普及しており，写真やイラスト，動画などの素材型に加
え，ドリル学習型やシミュレーション型などその種類は豊富になっている。有料のもの
や無料のもの，DVDや CDといったパッケージのもの，インターネット上でダウンロー
ドするものなど様々である」とその多様性が解説されている。

（3）ハードウエア，ソフトウエアに加えて，デジタルメディアの利用には，それをサポー
トする人材の必要性を述べる向きもある。例えば，木原（2000）は，テクノロジーと教
師の間に存在する複雑な関係を調整する役割を果たす境界人の重要性を説いている。

（4）ミレニアム・プロジェクト「教育の情報化」は，総理直属のバーチャル・エージェン
シー「教育の情報化プロジェクト」報告の具体化を図ろうとするものであった。ミレニ
アム・プロジェクトの概要に関する文部科学省のホームページ（http://www.mext.go.jp/
b_menu/shingi/chousa/shotou/013/gijiroku/000601a.htm）を参照されたい。

（5）文部科学省のホームページの該当部分（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/004/siryo/07092002/008/004.htm）を参照されたい。

（6）文部科学省のホームページの該当部分（http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/
newdeal/kanren/__icsFiles/afieldfile/2009/06/25/1279519_3.pdf）を参照されたい。

（7）文部科学省のホームページの該当部分（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
zyouhou/020705.htm）を参照されたい。

（8）同じく文部科学省のホームページの該当部分（http://www.mext.go.jp/b_menu/
houdou/16/04/04040704/007.htm）を参照のこと。

（9）日本教育工学振興会のホームページの該当部分（http://www.japet.or.jp/neco/
aboutcontents.html）を参照されたい。

（10）例えば東京書籍が 2007年度に作成したカタログには，小中学校の多様な教科・領
域を対象とするデジタル教材が紹介されている。それは 53ページにも及ぶ。

（11）例えばベネッセコーポレーションが 2008年度に作成した「学習探検ナビ」という
商品のカタログには，それがデジタル教材とプリント教材で構成されるものであり，前
者は小学校向けの 467教材と中学校向けの 409教材を含むものであることがアピール
されている。

（12）NHK学校教育番組部が作成・配布しているガイドブック『NHK学校放送・デジタル
教材利用ガイド』には，デジタル教材に関する詳しい説明がある。また，やはり同部が
作成・配付しているパンフレット『教育テレビ＆ ICT活用で授業力アップ』では，それ
を活用した実践例が報告されている。

（13） 総 務 省 の ホ ー ム ペ ー ジ の 該 当 部 分（http://www.soumu.go.jp/main_
content/000218505.pdf，http://www.soumu.go.jp/main_content/000285277.pdf）からダ
ウンロードできる。

（14） 総 務 省 の ホ ー ム ペ ー ジ の 該 当 部 分（http://www.soumu.go.jp/main_
content/000301027.pdf）を参照されたい。

（15）文部科学省のホームページの該当部分（http://jouhouka.mext.go.jp/common/pdf/
kyoiku_it_seibi_4years.pdf）からダウンロードできる。

（16） 文 部 科 学 省 の ホ ー ム ペ ー ジ の 該 当 部 分（http://www.mext.go.jp/b_menu/
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houdou/26/04/__icsFiles/afieldfile/2014/04/11/1346534_01.pdf）を参照されたい。
（17）文部科学省のホームページの該当部分（http://www.mext.go.jp/component/b_menu/

shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2014/04/11/1346505_06.pdf）を参照されたい。
（18）NHK for School の利用ガイド 2014（http://www.nhk.or.jp/school/first/pdf/nfs2014.

pdf）より。
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